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会報ハISN発刊に際して

ねりまシニアネットワーク会長

山本 雄一

編集委員をはじめ多くの関係者の努力によ

り会報ぶSNを創刊することができました。
ねりまシエアネットワークは結成後 10年

に近く、構成する団体も 12、 総会員数 350

人にもなりますが、これまで会報がありませ

んでした。必要を感じながら柱になる推進者

がいませんでした。このたびはその推進者か

らの強力な提案があり、継続できる環境も整

いましたので構成団体の会員全員に向けての

会報を刊行することにいたしました。

これまで、各団体のイit表を通じてオープン

行事予定表やチラシにより、その内容が伝え

られてきましたが、多くの会員は、他の団体

の活動やネットワーク自体の動きを知る機会

がごく限られていました。

これからは全員配布の会報NSNに よつて
均一の情報が手元に確保でき、他団体やネッ

トワークヘの親しみや理解が増し、諸行事 3

同好会などに参加しやすくなると思われます。

また団体の壁を超えて個人の働きをネットワ

ーク全体に生かす機会も増えてくるでしょう。

シニアネットワークは、新設団体を始め各

団体の活動の支援とともに、各個人の活動の

機会を増やすことも大きな役割だと考えてい

ます。地元に仲間を作り、セカンドライフを

元気に、積極的に生きようという共通の目的

を目指すシエア 12団体の組織を、個人とし

ても十分に活用してほしいものです。

編集責任者 庄村 勝男

やっと会報を発行する日を迎えました。

しばらくはこのスタイルで隔月に皆さんのも

とに情報をお届けする初めの一歩になります。

会報が出来たとなると、その内容が云々さ

れることになるかと思います。会の運営情報、

会員情報、各会の動向、各種の投稿のほか、

書籍や出版物、映画演劇、音楽、詩歌、絵画

写真、車、スポーツ等、情報に切りがありま

せんし、限られた紙面に入りません。

増頁はまだ先の話です。そこで、私たちの

会報として掲載すべき情報とは、・・。と考え

てみると前述のうち、はじめから4番目の各

種の投稿までが限界です。必要度合いの高い

ものから掲載することになりますが、この判

断こそが企画編集の責任になります。しばら

くはそのあり方を見守っていただき、ご希望

やご意見など、皆さんの声をお聞かせいただ

ければと思います。読むところがないと言う

のではなく“こんな記事が欲しい"といった、

より前向きな視点でお願いします。これから

始まる会報NSNは皆さんの情報紙です。
ご協力、ご声援をよろしく。
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創刊の本号からしばらくは、全体的な概要の

紹介記事が主体となりますが、わが「ねりまシ

エアネットワーク」の全容把握のための基本

情報と捉えていただければと思います。

はじめの一歩

「ねりまシエアネットワーク」は、毎年開かれるねりまシエアセミナーの参加メンバーを主体にした

つぎの12団体で構成するシエアの交流組織ですc
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①発足 平成12年 /
②代表者 東(ヒガシ)昭

③活動状況 我々の会は男4名、女10名 と
圧倒的に女性が多い、いわゆる女性優位の会

です。健康づくりの小旅行や美術鑑賞、グル

ープ活動のスケッチの会など、女性中心の企

画を心がけています。ネットワークで他のサ

ークルの企画などには積極的に参加させても

らっています。代表者のなり手がないのが悩

みの種です。

電:I   ブヽ震会    :]》
(1;り́発足 平成13年 /現 在人員 25名
②代表者 西村 郭由 TE闘 3-3928-〔)186

③互いの人格を尊重し仲良く活動できること

が会員たる資格です。原則毎月一回の基

本活動として夏冬は会員講師による勉強

会を、春秋は野外活動を年間計画を基に

続けています。同好会「囲碁の会」も定着

しました。男の料理賞味会と何でも歌うカラ

オケ会を一緒にして全員参加型で年2～ 3

回楽しんでいます。発足4年半、良い仲間

が出来ています。

考 メロウ椰メイツ すばる [
lЭ発足 平成 14年 /現 在人員 70名
②代表者 渡邊 登志子 TEL03-6760-1356
Cr`楽 しく豊かにリラックス''のもと、定例会、

7つの同好会、グループ活動(全会員を6グル

ープ化し、定例会の企画と実施運営)を柱とし、

会報は情報交流の場になっています。学び、

創り、遊び、語り合い仲間、地域のために少

しでも役立とうと願い、会員一人ひとりが、

いきいきと生きることを、強力に応援し合う

生涯学習団体です。

①発足 平成 15年 /現在人員 28名
②代表者 庄村 勝男 TEL03-5936-6058

③スタートして2年と半分。ウォーキングに

はじまり、パソコン、ボランティア、ときて、

いま乗つているのがハーモニカサークルです。

この夏のフェスティバルに8名が出演して、

お披露目をしました。これからグルメの会や

ドライブサークルが活動を開始します。発足

1年目には、会報『いちご便り』が刊行にな

り、情報伝達もスムーズになってきました。

ξ:::奪h_ 匡 LF(エ プレ7)_… g::[:‡
①発足 平成16年 /現在人員27名
②代表者 西浦 澄恵、TEL03-5997-7115
③ELIPは ドイツ語11からの発想。同好会と
月例会が活動の2本柱。同好会は早々に6組

が発足、特にマジックは他流試合で芸域拡大

中。自由参加型の「サロン。ド。エルフ」も

活汎 月例会では歩こう会や講演は定例化し

つつあるが会員参加のテーマ探しはいつも難

題。2年目の課題は「社会参加」活動で、シ
エアネットワークとの提携に期待します。

fi:  トリトンねりま  ::》
① 発足 平成17年 /現在人員 27名
②代表者 笠島 賢一郎 TEL03-3926-7671

0ト リトンねりま一酉(ト リ)年に翔ん(トン)

でる会として誕生した海のようにおおらかで

自由な集団です。親鳥シエアネットワークか

ら孵化した好奇′≧運盛な雛鳥ですが、会員が

長年培ったノウハウや傾聴に値する出来事を

勉強会で披露し合ったり、地元練馬再発見の

健康ウオークの実施などで、会員間の意思疎

通を図っています。合言葉は「継続は力なり」
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18年 1月

のみで行なう総会や会員限りの行事などを除き

多くの行事が公開事業として広く参加者を募
っ

て実施されています。これらの事業を
「オープ

ン参加行事」と称しています。

ねりまシニアネット

団体会員の交流を

図るため、年一回全会員を対象とするサ
マーフ

ェスティバルを開催し、大変好評を得ています。

オープン参加行事は、さらにこの趣旨を発展さ

せ、同じ趣味を持つ方々が交流を深めたり、あ

るいは大勢の参加を得てはじめて実施可能な

例えば講演会やバス旅行などを対象として実

施するものです。

事務局では、毎月、

オープン参加行1事のご案内 ① 講演会「平成18年を占う」練馬区教育委

・
各会では毎月のように

員会後援(予定)。高齢者課助成事業 (講演
e

風水学が占う今年の運勢、講師を囲んで懇談、

飲み物。つまみ付)1/14(土)PM l:00～ 4:00

中村橋駅北3分美術館隣リサンライフ練馬
・参

加費 Ю∞ 円、先着順 50名・要予約(申込)睦

会 吉野3924-4668(新会員募集中)

②ぉあそびパソコン 1/22(日 )、 2/12(日 )、
3

/12(日 )PM l:00～石神井公園区民交流
セン

ター ノートパソコン持参 参加費 500円
。(申

込)五友会 官下3920-2735

② Z′ ′′′リーベの会(愛唱歌を楽しむ会)

1/11(水)女性センター10時～11時半 終了

後親睦会 、18(水)練馬公民館 時間同じ(申

込)すばる佐藤3"7-1707

③ 人展会囲碁クラブ例会 光が丘地区区民館

1/9(月・成人の日)、 2/11(上
。建国記念の日)

要予約(申込)八展会 関野5998-9888

④ 睦会オープンゴルフの会 1/30(月 )ノ
ー

ザン錦が原GCさくらアウト8:264組プレイ費

7980円 (申込)睦会 横山
"04-3129

各種の行事を企画し、実施してしヽますが、会員

ヮークでは、現在、構成 12

を「行事予定表」として集約し、各会にお西己りし

ています。各会では、適宜、所属会員に情報を

周知して、参加希望者は直接その事業
の担当

幹事に申込むことになっています。今後は、出

来るだけ会報を通してお知らせします。

○毎月2回 Z′θ′`リ
ーベの会 (愛唱歌を楽し

む会)(すばる)

○毎月1回 ①おあそびパソコン(五友会)

②人展会囲碁クラブ例会

○隔月奇数月 オープンゴルフの会(睦会)

〇年2回 シエア男性料理塾(シニアクラブ)

〇年1回 ①麻雀大会(シニアネッワーク)※

来年度から年2回春秋予定、(別に初
′己ド者

教室開催予定)②日帰リバス;旅観睦会)

o随時 ①講演会(睦会)②特別講演会(ね

りまシエアクラブ)③寄席はんき会)④防災

見学会鰈シ会)⑤埋立て処分場見学会

(トリトンねり静
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(最近 1年間)

鰯菊多認

この創刊号づくりには編集委員一日、かなり

ばりました。イ可とか形にしたつ

りですが、沢山の課題が見えています。プロ

のヽで、ミスや誤りが見え隠:れしますが

る気持ちはありません。これから毎回少し

良くしてぃきたいと考えていま
｀
す。

隔月発行のため次号は 1月下旬の発行となり

ご期待くださしヽ 傷D

第 1号 2005年 11月 26日発行

発行責任者 山本 雄一(ねりまシ
ニアクラブ)

編集責任者 庄村 勝男(いちごの会)

編集委員 松澤 昭夫(ねりまシェアクラブ)

中村 元功備摯会)

笠島 賢一郎 (トリトンねりま)
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